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Clinical importance of cine-MRI assessment of small bowel motility in 
patients with chronic intestinal pseudo-obstruction: a retrospective 
study of 33 patients 
（慢性偽性腸閉塞症患者におけるシネ MRIを用いた 
小腸蠕動評価の重要性） 
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【序論】 
 慢性偽性腸閉塞症（CIPO）は，重篤な消化管蠕動障害をきたす難治性疾患で，あらゆる消化管
が罹患しうるが、特に小腸の蠕動障害が特徴的である(Stanghellini et al., 2007)．臨床的には，器
質的疾患を伴わないにも関わらず，腹部膨満、腹痛、嘔気・嘔吐などの腸閉塞症状を繰り返す． 
また CIPOは希少疾患であり，疫学や病態生理に関しては未解明な点が多く残されている．CIPO
患者の多くは，適切な診断を受けるまでに発症から平均 7年がかかるとされており，その間に不適
切な診断に対する治療，特に不必要な外科治療を施されることも少なくない．CIPOに特異的なバ
イオマーカーや血液検査所見などが報告されておらず，臨床症状も CIPO以外の機能性疾患と重
複するものが多いことで診断がより困難となっている．CIPOの診断に関する世界的な合意は得ら
れていないが，過去の多くの研究報告では以下の基準が提示されている(Mann et al., 1997)．（1）
腸閉塞症状を慢性的に繰り返す（2）内視鏡や画像検査によって器質的疾患を伴わない（3）画像
上，鏡面像を伴う腸管拡張をきたす CIPOは数年かけて緩徐に症状の進行を呈する．主に小腸が
障害されるため，症状の進行に伴い小腸の主な機能である消化吸収に影響を及ぼし，最終段階
では小腸不全をきたす．良性疾患にも関わらず，10年生存率は 60〜80％と極めて不良である．  
しかし実際の臨床においてCIPO患者のたどる臨床経過や重症度は様々である．頻回な症状再燃
をきたし，入退院を繰り返す症例もあれば，長期にわたり比較的安定した症状コントロールが可能
な症例もある．このことから CIPOの発症機序や経過には，様々な病態が関与している可能性が示
唆されれている．特に小腸蠕動障害が予後不良因子である可能性が過去に報告されており
(Amiot et al., 2012)，CIPO患者における小腸蠕動評価が重要であると考えられた．現在、CT、X
線が標準的な画像診断であるが，これらは静止画のため蠕動評価は困難である．我々は，シネ
MRIが CIPO患者の小腸蠕動評価に有用であることを報告しているが(Ohkubo et al., 2013)，CIPO 
と診断された患者群でシネMRIによる小腸蠕動評価を施行した研究はない．今回我々は，CIPお
患者の小腸蠕動をシネMRIで評価し，さらに臨床経過の特徴を評価し，シネMRIの臨床におい
ての重要性を検討した．  
 
【対象と方法】  
試験デザイン：後ろ向き研究 
2010年1月から2015年 10月までにCIPO疑いで横浜市立大学附属病院へ紹介受診となった 131
例の医療記録を調査した． CIPO診断基準を満たし，かつ精査のためにシネMRIを施行した 33
例が本研究の対象となった．シネMRIにおいて平均腸管径，収縮率，収縮周期のパラメーターを
計測し，健常者群と比較を行った．さらに 33例の臨床経過(body mass index, 血清アルブミン値，
栄養摂取経路，転帰)を評価した． 
シネMRIのプロトコールは，1.5-T,b-TFE sequence,scan time15s, scan speed 0.5s/枚で統一し，これ
以外のプロトールで施行された症例は除外した．シネMRIのパラメーターの正常範囲は明確にな
っていないが，シネMRIに関する過去の我々の報告をもとに，平均腸管径が 15mm未満あるいは
平均収縮率が 60%以上を良好な蠕動とし，15mm以上の平均腸管径かつ 60%未満の平均収縮率
を呈する場合を蠕動低下と暫定的に定義した(Ohkubo et al., 2013)． 
 
【結果】 
平均フォローアップ期間は 25.2 ヶ月であった．33例の CIPO患者のうち，23例(70％)がシネMRI
において小腸蠕動障害をきたしており，残りの 10例(30%)は小腸蠕動障害をきたしていなかった．
CT結果と比較すると，前者では全例小腸拡張を呈していたが，後者では小腸拡張は 1例も呈して
いなかった．また臨床経過に関しては，経過中に中心静脈栄養を要した割合が小腸蠕動を伴う群
で有意に高く(P=0.03)，また血清アルブミン値が有意に低下していた(P=0.04)．シネMRIで小腸
蠕動障害を呈さず，CTでも小腸拡張を認めなかった症例群においても，健常者群のシネMRI結
果と比較すると，平均腸管径が有意に大きく，収縮率が有意に低下していた(図 1)． 
 
【考察】 
CIPO と診断された場合でも，必ずしも小腸蠕動障害を伴わないことが明らかになった．小腸蠕動
障害を伴う症例では，栄養不全を呈しやすいなど臨床経過はより重症であった．小腸蠕動障害を
伴わない場合は比較的安定した経過のことが多く，小腸蠕動障害の存在は予後不良症例を示唆
する病態であると考えられた．このことより，シネMRIは，重症な経過を呈するCIPO患者の予測に
有用である可能性が示唆された．また，本研究においてシネMRIでは CTでは検出できないわず
かな小腸蠕動障害をもとらえらることができ，CIPO を早期的に指摘できる可能性も示唆された． 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 CIPO患者および健常者のシネMRI結果(平均腸管径、収縮率、収縮周期) 
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